
曙
パ
ン
跡
地
の
用
途
地

域
は
準
工
業
地
域
と
指
定

さ
れ
て
い
る
。
準
工
業
地

域
と
は
住
宅
や
商
業
施
設
、

中
小
の
工
場
な
ど
が
混
在

す
る
地
域
で
、
住
宅
を
考

慮
し
た
制
限
や
規
制
が
設

け
ら
れ
た
地
域
で
あ
る
。

こ
の
地
は
、
建
蔽
率
60
％
、

高
さ
25
ｍ
と
規
制
さ
れ
て

い
る
。

本
構
想
の
総
合
企
画
を

担
当
す
る
株
式
会
社
ト
ー

ワ
綜
合
シ
ス
テ
ム
の
説
明

に
よ
る
と
、
小
平
の
地
盤

の
良
さ
、
電
源
供
給
に
問

題
が
な
い
こ
と
か
ら
こ
の

地
が
選
定
さ
れ
た
と
の
こ

と
。
工
期
完
了
は
西
部
分

が
令
和
９
年
11
月
、
東
部

分
が
10
年
11
月
予
定
と
の

こ
と
だ
。
工
事
期
間
中
は

ト
ラ
ッ
ク
走
行
、
基
礎
工

事
時
の
振
動
等
の
問
題
、

運
用
時
に
は
大
量
電
力
消

費
や
サ
ー
バ
冷
却
熱
放
出

方
法
、
非
常
用
エ
ン
ジ
ン

騒
音
問
題
が
あ
げ
ら
れ
る
。

高
さ
25
ｍ
に
つ
い
て
も
近

隣
在
住
の
方
の
日
照
権
や

景
観
に
つ
い
て
も
配
慮
す

る
必
要
が
あ
る
。

説
明
で
は
、
安
全
配
慮

面
で
事
業
者
か
ら
北
側
、

東
側
、
南
側
を
２
ｍ
セ
ッ

ト
バ
ッ
ク
し
て
歩
道
を
設

置
す
る
内
容
も
提
案
さ
れ

て
い
る
。

説
明
会
の
後
に
住
民
側

か
ら
出
さ
れ
た
意
見
書
は

18
件
。
そ
れ
ぞ
れ
に
事
業

者
か
ら
見
解
書
が
出
さ
れ

引
き
続
き
や
り
取
り
が
続

い
て
い
る
。

今
回
私
は
市
議
会
12
月

定
例
会
一
般
質
問
に
取
り

上
げ
て
注
意
喚
起
、
デ
ー

タ
セ
ン
タ
ー
評
価
に
つ
い

て
表
の
と
お
り
ま
と
め
た
。

デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
と
し

て
は
全
国
的
に
大
規
模
で

は
な
い
が
、
工
事
着
工
予

定
が
近
々
で
、
令
和
７
年

９
月
と
さ
れ
て
お
り
迅
速

な
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

今
後
、
事
業
者
・
市
に

は
地
域
住
民
の
意
見
に
寄

り
添
っ
て
対
応
す
る
こ
と
、

そ
し
て
、
市
に
は
特
に
学

識
経
験
者
の
意
見
、
環
境

面
か
ら
の
検
証
を
し
っ
か

り
進
め
る
こ
と
を
求
め
、

継
続
注
視
し
て
い
き
た
い
。

★
デ
ー
タ
セ
ン
タ
︱
と
は

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
や
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
機
器
、
ス
ト
レ
ー

ジ
機
器
（
記
憶
装
置
）
等

の
Ⅰ
Ｔ
機
器
を
保
管
、
運

用
す
る
た
め
の
施
設
の
こ

と
。

2025年(令和七年)
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曙
パ
ン
跡
地
天
神
町
に
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
構
想

令
和
６
年
９
月
18
日
天
神
地
域
セ
ン
タ
ー
に
て
仮
称
小
平
市
天
神
町
ビ
ル
新
築
工
事

に
つ
い
て
近
隣
住
民
向
け
の
説
明
会
が
開
催
さ
れ
た
。
当
日
の
会
場
は
満
席
で
一
部
入

室
で
き
な
い
ほ
ど
関
心
が
集
ま
っ
て
い
た
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２
０
４
０
年
に
は
65
歳

以
上
の
高
齢
者
の
う
ち
、

お
よ
そ
３
人
に
１
人
は
認

知
症
か
、
そ
の
前
段
階
の

軽
度
認
知
障
害
（
Ｍ
Ｃ
Ｉ
）

に
な
る
。
こ
う
し
た
推
計

を
厚
生
労
働
省
が
本
年
５

月
８
日
に
公
表
し
た
。
高

齢
に
な
る
ほ
ど
有
病
率

（
病
気
に
か
か
っ
て
い
る

人
の
割
合
）
は
上
が
る
た

め
、
将
来
的
に
は
認
知
症

な
ど
の
人
は
さ
ら
に
多
く

な
る
可
能
性
が
あ
る
。
ま

た
認
知
症
は
誰
も
が
な
り

う
る
も
の
と
位
置
付
け
ら

れ
る
。
小
平
市
で
は
地
域

の
高
齢
者
の
見
守
り
を
推

進
し
て
い
る
が
、
そ
の
具

体
的
な
取
組
と
課
題
に
つ

い
て
、
認
知
症
に
焦
点
を

あ
て
質
問
し
た
。

小
平
市
の
認
知
症
高
齢
者

は
、
令
和
５
年
で
５
千
34

人
で
、
令
和
22
年
に
は
さ

ら
に
２
千
人
増
え
て
、
１
．

４
倍
以
上
に
な
る
と
推
計

さ
れ
て
い
る
。

こ
ん
な
状
況
の
中
、
認

知
症
の
方
が
安
心
し
て
住

め
る
小
平
市
に
あ
る
認
知

症
高
齢
者
ホ
ー
ム
の
状
況

を
確
認
し
た
。
結
果
は
表

の
と
お
り
、
11
施
設
で
定

員
は
百
89
人
。
入
居
条
件

は
小
平
市
に
住
民
票
が
あ

る
65
歳
以
上
で
介
護
度
は

要
支
援
２
以
上
、
医
師
に

よ
る
認
知
症
の
診
断
を
受

け
、
共
同
生
活
を
お
く
る

こ
と
に
支
障
が
な
い
方
と

さ
れ
て
い
る
。
介
護
保
険

サ
ー
ビ
ス
自
己
負
担
額
以

外
に
生
じ
る
家
賃
、
食
事

等
の
費
用
の
合
計
は
、
お

よ
そ
12
万
３
千
円
～
15
万

７
千
円
。
市
内
全
体
で
は

11
人
空
き
が
あ
る
が
待
ち

人
数
は
６
人
と
い
う
実
態
。

定
員
上
は
余
裕
が
あ
る
が

希
望
す
る
ホ
ー
ム
に
は
待

ち
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。

そ
も
そ
も
待
ち
が
少
な

い
の
は
、
認
知
症
高
齢
者

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
存
在

や
役
割
を
知
ら
な
い
か
ら

か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
費

用
が
高
い
こ
と
や
施
設
が

自
宅
か
ら
離
れ
て
い
る
こ

と
や
、
介
護
は
「
家
族
が

や
る
べ
き
も
の
と
い
う
固

定
観
念
も
入
居
希
望
を
妨

げ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

い
ま
か
ら
体
制
を
整
え
る

こ
と
で
家
族
の
将
来
の
介

護
離
職
を
避
け
る
こ
と
も

で
き
る
だ
ろ
う
。
ホ
ー
ム

の
建
設
に
は
多
額
の
費
用

が
か
か
る
が
、
真
の
需
給

バ
ラ
ン
ス
と
地
域
バ
ラ
ン

ス
も
考
え
て
計
画
で
き
る

よ
う
提
言
し
て
い
き
た
い
。

同
時
に
マ
ス
コ
ミ
で
報

道
さ
れ
て
い
る
が
①
食
生

活
の
改
善
②
運
動
③
脳
ト

レ
④
生
活
習
慣
管
理
（
睡

眠
）
、
こ
の
４
つ
の
組
み

合
わ
せ
で
認
知
症
の
予
防

改
善
に
有
効
と
さ
れ
て
い

る
。症

状
が
現
れ
る
前
か
ら

み
ん
な
で
認
知
症
を
正
し

く
理
解
し
、
困
っ
た
時
に

抱
え
込
ま
ず
に
す
ぐ
に
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に

相
談
し
て
ほ
し
い
。
介
護

す
る
人
、
さ
れ
る
人
す
べ

て
の
人
が
健
康
な
生
活
が

お
く
れ
る
よ
う
な
社
会
を

目
指
し
て
い
き
た
い
。

（
記
事
中
数
値
は

11
月
末

時
点
）

「
老
い
る
が
勝
ち
」

和
田
秀
樹
著
の
内
容
と
感

想
を
ま
と
め
て
み
た
い
。

人
は
齢
を
と
れ
ば
と
る
ほ

ど
幸
せ
に
な
る
よ
う
で
き

て
い
る
。
そ
し
て
、
老
い

て
ま
す
ま
す
幸
せ
に
な
る

ヒ
ン
ト
が
い
く
つ
も
著
書

に
示
さ
れ
て
い
た
。
人
が

幸
せ
を
感
じ
る
ポ
イ
ン
ト

は
、
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
ポ
イ

ン
ト
（
参
照
点
）
に
よ
り

き
ま
る
。
そ
の
ポ
イ
ン
ト

は
①
周
り
に
比
較
し
て
き

ま
る
も
の
②
過
去
の
自
分

に
比
べ
て
き
ま
る
も
の
が

あ
る
と
い
う
。

ま
た
、
長
生
き
し
た
け

れ
ば
医
者
に
き
く
の
で
は

な
く
、
長
生
き
し
て
い
る

人
に
き
け
、
と
の
記
述
も

あ
り
、
さ
っ
そ
く
私
も
実

践
し
て
み
た
。

11
月
末
と
あ
る
偲
ぶ
会

に
出
席
し
た
折
、
卒
寿
を

迎
え
た
某
先
輩
に
長
生
き

の
秘
訣
を
尋
ね
た
。
す
る

と
３
つ
の
ヒ
ン
ト
を
す
ぐ

に
い
た
だ
け
た
。
①
好
奇

心
を
も
つ
こ
と
②
オ
シ
ャ

レ
で
い
る
こ
と
③
異
性
と

話
す
こ
と
だ
と
。
先
輩
に

き
い
て
い
い
も
の
は
取
り

入
れ
、
自
分
自
身
で
も
実

験
し
て
み
た
い

私
が
撮
り
た
め
た
写
真
を

紹
介
し
ま
す
。
地
域
の
サ
ー

ク
ル
こ
だ
フ
ォ
ト
部
の
月

例
会
に
参
加
し
て
、
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
を
図
っ
て
い
ま

す
。
興
味
あ
り
ま
し
た
ら
、

お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

毎
月
第
三
㈬
夜
七
時
～

中
央
公
民
館
に
て
。

1版 0004号 こ だ い ら 未 来 新 聞

認
知
症
ケ
ア
体
制
の
現
状
と
今
後

12
月
期
市
議
会
定
例
会
か
ら

■第87号災害用トイレトラックの買い入れ
一般社団法人助け合いジャパンが推進する災害発生時にトイレトラッ

クを相互に派遣し合うネットワークに参加することに、2654万円
で契約する。車輛単体では600万ほどで、残りは改造代金とのこと。
一回で1300回∼1500回のトイレ使用が可能。クラウドファンディ
ングも併せて今後検討。平時、例えば市民祭り、市民マラソンでも
使用を考慮する。

■第94号 小平市南西部地域の市立公園・体育施設・ふれあい下水
道館の指定管理
①南西部地域の市立公園・体育施設・ふれあい下水道館の指定管理
②鷹の台公園に公募設置管理制度による整備③中央公園グランドの
公募設置管理制度による改修の３つを一体的に評価するもので、市

立公園には94公園が含まれる。指定期間は来年度から19年3月31日
まで12年間。代表事業者は(株)日比谷アメニスで、全10事業者で構
成されるこだいらパークコネクトグループに決定。

■第84号小平市小川駅西口複合施設条例
小川駅西口再開発ビルに複数の施設（小川西町公民館、小

川西町図書 館 ・男女共同参画センター・市民活動支援セ
ンター、キッズスペース、にぎわい広場も含まれる）が移
転設置されるにあたり専用の条例が整備された。開館時間

は9時から22時まで、休館日は毎月第3木曜日。図書館で
は、仲町図書館で導入済みの自動貸出機も導入し、夜間の

対応も含め省力化を図る。蔵書数は、現状西町図書館は12
万冊あるが新図書館は7万冊と減少する。場所がら、東村
山市高校生も利用できるよう料金設定も考えている。

■第85号小平市高校生等の医療費の助成
高校生年代の医療費の助成にかかわる所得制限を撤廃する

もの。施行期日は4月1日から予定している。
東京都は10月1日から予定だが、新高校1年生を考慮し、
小平市は独自予算で前倒しで導入する。

編
集
後
記

お
気
に
入
り
写
真
か
ら


